
は
じ
め
に

創
設
期
の
同
志
社
女
学
校
は
、
別
名
京
都
ホ
ー

ム
、
京
都
の
「
女
学
校
」
の
ほ
か
に
「
ミ
ス
.
ス

タ
ー
ク
ウ
エ
ザ
ー
の
学
校
L
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。

そ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
お
よ
び
ウ
ー
マ

ン
ズ
.
ボ
ー
ド
の
通
信
の
中
で
あ
っ
た
が
、
同
志

社
女
学
校
と
そ
れ
程
深
い
関
わ
り
の
あ
っ
た
ス
タ

ー
ク
ウ
エ
ザ
ー
と
は
、
ど
ん
な
人
物
で
あ
っ
た
の

か
を
、
彼
女
を
派
遣
し
た
ウ
ー
マ
ン
ズ
.
ボ
ー
ド

と
の
関
係
を
通
し
て
、
ま
た
、
実
際
に
彼
女
が
立

ち
向
か
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
問
題
と
の
格
闘
を

通
し
て
、
探
っ
て
み
た
い
。

名
前
な
の
か
疑
問
で
あ
る
と
書
い
て
あ
る
。
著
者

は
も
し
後
者
だ
と
す
れ
ば
、
ス
タ
ー
ク
(
荒
涼
と

し
た
)
ウ
エ
ザ
ー
(
天
候
)
と
い
う
命
名
は
、
当

時
の
状
況
の
変
化
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
十
分

考
え
ら
れ
る
名
前
で
あ
る
と
言
う
。

父
は
ジ
ョ
ー
ジ
・
ス
タ
ー
ク
ウ
エ
ザ
ー
、
母
は

メ
リ
ー
.
ウ
エ
イ
ト
.
ス
タ
ー
ク
ウ
エ
ザ
ー
で
、

姉
二
人
兄
二
人
の
五
人
兄
姉
の
末
っ
子
で
、
た
だ

一
人
独
身
で
あ
っ
た
。
彼
女
た
ち
兄
姉
は
第
代

か
ら
数
え
て
六
世
代
目
に
当
た
る
が
、
彼
女
の
ミ

゛
、

ド
ル
ネ
ー
ム
、
、
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
は
、
初
代
ロ
バ
ー
ト

ノ

の
妻
の
名
前
で
あ
る
。

生
ま
れ
た
の
は
、
一
八
四
九
年
八
月
三
日
、
コ

ネ
ク
テ
ィ
カ
ツ
ト
州
ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド
で
「
ア
メ

リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
海
外
派
遣
宣
教
師
略
歴
」
に
ょ

る
と
、
一
八
六
五
年
四
月
信
仰
告
白
を
し
て
同
地

の
第
一
会
衆
派
教
会
員
と
な
り
、
ハ
ー
ト
フ
ォ
ー

ド
.
フ
ィ
メ
イ
ル
・
セ
ミ
ナ
リ
ー
で
教
育
を
受
け

た
の
ち
、
し
ぱ
ら
く
イ
リ
ノ
イ
州
エ
ル
ジ
ン
で
教

師
を
し
て
い
た
こ
と
が
分
っ
て
い
る
。
出
身
校
の

ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド
・
フ
ィ
メ
イ
ル
.
セ
ミ
ナ
リ
ー

は
ア
メ
リ
カ
で
最
も
古
い
セ
ミ
ナ
リ
ー
の
一
っ

で
、
ア
メ
リ
カ
女
子
教
育
の
先
駆
キ
ャ
サ
リ
ン
.

ビ
ー
チ
ャ
ー
が
創
設
し
た
学
校
で
あ
る
。

、

カ
ー
ル
ト
ン
.
リ
ー
・
ス
タ
ー
ク
ウ
エ
ザ
ー
著

ス
タ
ー
ク
ウ
エ
ザ
ー
家
系
図
』
に
ょ
る
と
、
彼
女

の
祖
先
は
一
六
四
0
年
頃
、
イ
ギ
リ
ス
の
マ
ン
島

か
ら
ニ
ユ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
初
代
入
植
者
と
し

て
移
住
し
て
来
た
ピ
ュ
リ
タ
ン
で
あ
っ
た
。
最
初

に
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
ロ
バ
ー
ト
.
ス
タ
ー
ク
ウ

エ
ザ
ー
は
ウ
エ
ー
ル
ズ
か
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
生
れ

と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
ス
タ
ー
ク
ウ
エ
ザ
ー
と

い
う
名
前
は
イ
ギ
リ
ス
に
い
た
時
か
ら
の
名
前

そ
れ
と
も
、
当
時
の
多
く
の
人
が
し
た
よ
う

、

政
治
的
・
宗
教
的
理
由
か
ら
新
し
く
つ
け
た

、

ス
タ
ー
ク
ウ
エ
ザ
ー
の
出
自

坂

にか

本清音

(女子大学教授)
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ニ
、
ウ
ー
マ
ン
ズ
・
ボ
ー
ド
に
支
え
ら
れ
て

婦
人
宣
教
師
の
海
外
で
の
活
動
を
考
察
す
る
場

合
、
必
ず
視
野
に
入
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の

゛
)
、

本
国
で
物
心
両
面
か
ら
彼
女
た
ち
の
活
動
を

力

ウ
ー
マ
ン
ズ
●
ボ
ー
ト

支
援
し
た
婦
人
伝
道
局
の
存
在
で
あ
る
。

ス
タ
ー
ク
ウ
エ
ザ
ー
の
場
合
も
、
名
目
上
は
ア

メ
リ
カ
ン
.
ボ
ー
ド
か
ら
の
派
遣
で
あ
る
が
、
ほ

と
ん
ど
の
婦
人
宣
教
師
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う

に
、
実
質
上
彼
女
の
派
遣
を
決
め
、
仕
度
金
を
準

備
し
渡
航
費
を
支
払
い
、
日
本
で
の
活
動
を
支
援

し
た
(
給
料
は
一
言
う
ま
で
も
な
く
、
彼
女
が
関
わ

る
プ
ロ
、
ジ
ェ
ク
ト
"
同
志
社
女
学
校
"
に
要
す
る

ウ
ー
マ
ン
ズ
●
ボ
ー
ド

資
金
も
)
の
は
、
婦
人
伝
道
局
で
あ
っ
た
。

南
北
戦
争
後
、
海
外
に
婦
人
宣
教
師
を
送
り
出

す
こ
と
を
第
一
目
的
と
し
た
婦
人
伝
道
局
が
、
教

派
別
海
外
伝
道
局
と
連
動
し
て
相
次
い
で
形
成
さ

れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
最
も
古
い
の
が
、

ア
メ
リ
カ
ン
.
ボ
ー
ド
と
ぺ
ア
の
関
係
に
あ
る
ウ

マ
ン
ズ
.
ボ
ー
ド
(
一
八
六
八
年
創
立
)
で
あ

つ
た
。
や
が
て
、
東
部
・
中
部
・
西
部
に
分
か
れ
、

ボ
ス
ト
ン
に
本
部
の
あ
る
ウ
ー
マ
ン
ズ
.
ボ
ー
ド

(
W
B
M
)
、
シ
カ
ゴ
に
本
部
の
あ
る
中
部
婦
人
伝

道
局
(
W
B
M
1
)
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
本
部

の
あ
る
太
平
洋
婦
人
伝
道
局
(
W
B
M
P
)
と
三

ウ
ー
マ
ン
ズ
.
ボ
ー
ド
の
組
織
力
、
継
続
し
て

資
金
を
集
め
る
実
に
緻
密
な
努
力
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
、
「
ス
タ
ー
ク
ウ
ェ
ザ
ー
の
学
校
」
が
存
立
し
、

存
続
し
て
い
け
た
の
で
あ
る
。

三
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ホ
ー
ム
実
現
の
夢

ス
タ
ー
ク
ウ
エ
ザ
ー
が
来
日
し
た
の
は
、

一
ノ

七
六
年
四
月
七
日
、
京
都
入
り
は
四
月
一
0
日
で

あ
っ
た
。
京
都
ホ
ー
ム
創
設
に
最
も
積
極
的
に
行

動
し
た
J
.
D
・
デ
ビ
ス
宣
教
師
の
呼
び
か
け
に

応
え
て
、
京
都
ホ
ー
ム
で
働
く
た
め
に
来
た
最
初

の
婦
人
宣
教
師
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
ン
.
ボ
ー

ド
全
体
と
し
て
み
る
と
、
独
身
婦
人
宣
教
師
と
し

て
は
九
番
目
の
来
日
と
な
る
。

本
来
は
、
出
身
地
の
関
係
上
、
中
部
婦
人
伝
道

局
派
遣
に
な
る
筈
で
あ
っ
た
が
、
出
国
前
に
急
逓

太
平
洋
婦
人
伝
道
局
派
遣
第
一
号
の
宣
教
師
と
な

つ
こ
0サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
ス
ト
ー
ン
博
士
の
教
会

で
行
な
わ
れ
た
歓
送
会
の
席
上
、
ス
タ
ー
ク
ウ
エ

ザ
ー
の
語
っ
た
信
仰
体
験
海
外
伝
道
を
志
す
よ

う
に
な
っ
た
神
の
導
き
を
聞
い
て
一
同
深
く
感
動

し
、
彼
女
こ
そ
、
こ
の
団
体
か
ら
神
に
捧
げ
る
初

穂
と
し
て
送
り
出
す
に
ふ
さ
わ
し
い
女
性
で
あ
る

と
確
佑
し
た
こ
と
、
彼
女
は
「
私
で
は
な
く
、
私

つ
に
分
か
れ
て
活
動
し
た
。

一
八
六
九
年
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
が
他
教

派
よ
り
も
一
0
年
遅
れ
て
日
本
伝
道
を
開
始
し
、

グ
リ
ー
ン
、
デ
ビ
ス
宣
教
師
ら
に
ょ
っ
て
神
戸
を

中
心
と
す
る
伝
道
が
本
格
化
し
始
め
る
一
八
七
三

年
頃
か
ら
、
ウ
ー
マ
ン
ズ
・
ボ
ー
ド
も
日
本
に
婦

人
宣
教
師
の
派
遣
と
い
う
形
で
活
動
に
参
加
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
ウ
ー
マ
ン
ズ
・
ボ
ー
ド
の
機
関
誌
『
女
性

の
た
め
の
生
命
と
光
』
一
八
七
六
年
五
月
号
に
「
私

た
ち
の
日
本
の
ホ
ー
ム
」
と
い
う
題
で
、
京
都
の

「
女
学
校
L
の
記
事
が
載
せ
ら
れ
、
こ
の
学
校
の
用

地
と
校
舎
建
築
の
た
め
に
、
現
在
行
な
っ
て
い
る

ア
メ
リ
カ
独
立
百
周
年
記
念
募
金
を
当
て
ょ
う
と

の
提
案
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
時
か
ら
、
京
都
ホ
ー

ム
と
ウ
ー
マ
ン
ズ
.
ボ
ー
ド
の
直
接
の
関
わ
り
が

始
ま
っ
た
。

こ
の
募
金
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
宣
教
師
全
員

が
必
ず
し
も
賛
成
し
な
か
っ
た
京
都
ホ
ー
ム
の
設

立
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
し
、
そ
の
後
に

度
々
訪
れ
る
女
学
校
存
亡
の
危
機
に
際
し
、
こ
の

募
金
が
ア
メ
リ
カ
の
婦
人
た
ち
に
よ
っ
て
日
本
の

女
性
の
教
育
の
た
め
に
と
聖
別
さ
れ
集
め
ら
れ
た

資
金
で
あ
る
と
の
事
実
が
、
ス
タ
ー
ク
ウ
エ
ザ
ー

た
ち
を
強
く
支
え
る
論
拠
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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の
中
の
キ
リ
ス
ト
が
」
と
い
う
思
い
を
基
調
に
し

て
い
る
人
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
、
『
女
性
の
た
め
の

生
命
と
光
』
一
八
七
九
年
七
月
号
に
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
シ
カ
ゴ
の
グ
リ
ー
ン
宣
教
師
友
人

宅
で
、
澤
山
保
羅
に
逢
っ
た
こ
と
も
、
日
本
に
対

す
る
関
心
を
強
め
る
こ
と
に
な
っ
た
と
言
う
。
(
一

八
七
八
・
ニ
・
一
六
ク
ラ
ー
ク
宛
)

京
都
で
の
落
着
き
先
は
、
京
都
御
苑
内
の
元
柳

原
前
光
邸
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
は
、
デ
ビ
ス
一
家

と
デ
ビ
ス
夫
人
の
姉
で
あ
る
ド
ー
ン
宣
教
師
夫
人

が
既
に
住
ん
で
い
た
が
、
五
0
室
以
上
あ
る
大
き

な
公
家
屋
敷
で
あ
っ
た
の
で
、
ス
タ
ー
ク
ウ
ェ
ザ

ー
が
住
み
、
こ
こ
で
女
学
校
を
始
め
る
部
屋
の
余

裕
は
十
分
に
あ
っ
た
。
デ
ビ
ス
に
ょ
る
と
(
『
同
志

社
百
年
史
』
資
料
編
二
、
一
七
一
頁
)
、
邸
の
奥
の

方
で
美
し
い
庭
に
面
し
た
最
も
大
き
く
最
も
良
い

部
屋
を
三
、
四
室
使
っ
て
授
業
を
開
始
し
た
と
の

こ
と
で
あ
る
。

開
校
を
報
じ
る
ス
タ
ー
ク
ウ
ェ
ザ
ー
の
書
簡

(
八
七
六
年
三
月
五
日
ポ
ロ
ッ
ク
宛
)
に
は
、

神
戸
な
ど
の
開
港
地
と
違
っ
て
封
建
色
の
濃
い
古

都
京
都
で
、
果
し
て
生
徒
が
集
ま
る
の
か
と
い
う

不
安
と
、
僅
か
数
名
で
あ
っ
た
が
、
入
学
し
て
来

た
生
徒
が
あ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
ぃ
る
そ

し
て
、
そ
の
半
数
以
上
が
大
変
不
遇
な
境
遇
の
女

子
で
あ
っ
た
こ
と
に
対
す
る
憐
れ
み
、
こ
の
女
生

徒
た
ち
の
運
命
を
少
し
で
も
明
る
く
変
え
て
行
こ

う
と
す
る
熱
意
が
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
の
手

紙
の
中
で
も
、
一
人
一
人
の
生
徒
の
名
を
拳
げ
、

学
校
に
来
る
ま
で
の
経
歴
を
語
り
、
ホ
ー
ム
に
来

て
か
ら
ど
ん
な
に
成
長
し
て
い
る
か
の
報
告
が
手

紙
の
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。
教
師
な
ら
ば
当
然

の
こ
と
か
も
知
れ
な
い
が
、
起
居
を
共
に
し
な
が

ら
キ
リ
ス
ト
教
の
感
化
を
与
え
て
行
く
と
い
う
フ

イ
メ
イ
ル
.
セ
ミ
ナ
リ
ー
方
式
の
学
校
を
一
日
も

早
く
日
本
で
根
付
か
せ
、
真
正
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

女
性
を
一
人
で
も
多
く
世
に
送
り
出
し
た
い
と
念

願
し
て
い
る
こ
と
が
よ
く
分
る
。

彼
女
に
と
っ
て
、
京
都
ホ
ー
ム
は
「
キ
リ
ス
ト

教
に
対
す
る
関
心
を
呼
び
起
し
気
品
あ
る
女
性
を

育
て
る
黒
碑
で
あ
り
。
日
本
の
最
も
暗
い
一
隅

を
照
ら
す
燈
台
と
な
る
べ
く
神
意
を
も
っ
て
建
て

ら
れ
た
」
(
一
ハ
ハ
ニ
・
丁
七
ク
ラ
ー
ク
宛
)
学

校
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

四
、
夢
の
挫
折
・
傷
心
の
帰
国

1
創
設
期
京
都
ホ
ー
ム
の
つ
ま
ず
き
ー

本
国
で
祈
り
と
献
金
で
支
え
て
く
れ
て
ぃ
る
ウ

ー
マ
ン
ズ
.
ボ
ー
ド
の
メ
ン
バ
ー
の
期
待
を
背
に
、

ス
タ
ー
ク
ウ
エ
ザ
ー
は
早
速
夢
の
実
現
の
た
め
に

行
動
を
開
始
し
た
。

宣
教
師
文
書
の
中
に
収
め
ら
れ
て
ぃ
る
彼
女
の

来
日
後
最
初
の
手
紙
は
、
女
学
校
の
開
校
を
知
ら

せ
る
一
八
七
六
年
三
月
五
日
付
の
も
の
で
あ
っ

た
が
、
今
回
『
女
性
の
た
め
の
生
命
と
光
』
の
創

刊
号
か
ら
目
を
通
す
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
よ
り
半

年
前
、
来
日
一
ケ
月
後
の
学
校
の
様
子
が
判
明
し

、

、

、

、

、

、
、

た
。
そ
の
中
に
「
私
は
す
で
に
新
島
氏
を
教
師
と

し
て
確
保
し
、
五
月
二
日
か
ら
毎
日
授
業
を
始
め

ま
し
た
」
と
の
一
文
が
あ
っ
た
。
(
傍
点
坂
本
)

最
も
早
い
時
期
か
ら
京
都
ホ
ー
ム
に
関
係
し
、

ま
さ
に
京
都
ホ
ー
ム
の
生
み
の
親
と
も
一
言
え
る
デ

ビ
ス
が
「
女
学
校
明
治
一
八
年
事
件
」
が
起
る
ま

で
の
歳
月
を
振
り
返
っ
て
、
「
入
洛
以
来
一
 
0
年
問

様
々
な
困
難
を
体
験
し
た
が
、
こ
の
女
学
校
の
問

題
は
他
の
全
て
の
困
難
を
全
部
集
め
た
も
の
以
上

で
あ
っ
た
」
(
一
八
八
五
・
七
・
六
ク
ラ
ー
ク
宛
)工

と
述
懐
し
、
そ
の
発
端
が
、
実
は
ス
タ
ー
ク
ウ

ザ
ー
が
日
本
に
上
陸
し
て
数
週
間
も
た
た
な
い
内

に
、
日
本
人
の
や
り
方
や
偏
見
に
精
通
し
な
い
で
、

彼
女
が
下
し
た
い
く
つ
か
の
泱
断
に
あ
っ
た
こ

と
、
し
か
し
、
こ
れ
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
誰

か
特
定
の
人
に
そ
の
責
め
を
負
わ
す
こ
と
は
で
き

な
い
、
と
繰
返
し
説
明
し
て
い
る
問
題
発
言
の
一

つ
で
あ
る
。

彼
女
に
と
っ
て
、
京
都
の
女
学
校
は
「
ス
タ
ー
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ク
ウ
ェ
ザ
ー
の
学
校
L
 
で
あ
り
、
自
ら
経
営
の
責

任
を
担
う
べ
き
学
校
の
筈
だ
っ
た
か
ら
、
自
然
に

こ
の
よ
う
な
表
現
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
一
方
に
は
、
同
志
社
社
長
新
島
襄
が
「
同
志

社
雇
入
米
国
教
師
デ
ビ
ス
厄
介
婦
人
ア
レ
ス
ジ
エ

ー
ス
ト
ー
ク
ウ
エ
、
ソ
ル
」
を
「
弊
社
分
校
女
紅
場

へ
雇
入
教
授
可
仕
候
」
(
『
同
志
社
百
年
史
資
料

編
一
、
三
一
 
0
頁
)
と
の
認
識
が
あ
る
。

一
口
で
言
え
ば
、
京
都
ホ
ー
ム
の
主
導
権
を
ア

メ
リ
カ
ン
.
ボ
ー
ド
の
側
が
持
っ
べ
き
か
、
日
本

人
側
(
新
島
夫
妻
を
代
表
と
す
る
)
が
持
っ
べ
き

か
を
め
ぐ
っ
て
の
軌
蝶
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、

こ
の
問
題
を
複
雑
に
し
て
い
る
い
く
つ
か
の
層
が

あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
第
一
は
、
最
も
前
面
に
押

し
出
し
て
考
察
し
得
る
根
拠
同
志
社
女
学
校
を

存
続
せ
し
め
て
い
る
の
は
、
ウ
ー
マ
ン
ズ
.
ボ

ド
か
ら
送
ら
れ
て
来
る
資
金
・
人
材
な
の
で
あ
り
、

ア
メ
リ
カ
ン
.
ボ
ー
ド
が
主
導
権
を
持
つ
の
は
当

然
と
い
う
考
え
と
、
法
律
上
、
明
記
さ
れ
て
い
る

責
任
者
は
同
志
社
社
長
新
島
襄
で
あ
り
、
ま
た
事

実
宣
教
師
雇
入
れ
の
許
可
を
得
る
た
め
の
新
島

の
奔
走
労
苦
を
思
う
と
き
、
開
港
地
で
な
く
内
陸

部
に
学
校
を
設
立
す
る
に
は
、
日
本
人
側
の
主
導

力
は
不
可
欠
と
い
う
考
え
方
と
の
衝
突
で
あ
る
。

第
二
は
、
ラ
ー
ネ
ッ
ド
宣
教
師
が
「
こ
の
国
で

は
、
新
島
で
さ
え
、
女
性
が
校
長
に
な
る
と
い
う

考
え
に
な
じ
め
な
い
の
で
す
L
(
一
八
八
四
・
七
・

一
ク
ラ
ー
ク
宛
)
と
表
現
し
た
日
本
的
文
化
の
風

士
と
、
女
性
で
あ
っ
て
も
十
分
に
経
営
者
と
し
て

発
言
し
学
校
の
責
任
者
で
あ
る
こ
と
の
で
き
た
一

九
世
紀
ア
メ
リ
カ
市
民
社
会
の
中
で
の
女
性
の
地

位
と
の
差
に
ょ
る
相
互
不
理
解
異
文
化
摩
擦
の

問
題
で
あ
る
。
宣
教
師
と
し
て
海
外
で
奉
仕
し
よ

う
と
す
る
女
性
た
ち
は
、
も
ち
ろ
ん
信
仰
を
基
盤

に
し
た
強
い
使
命
感
に
動
か
さ
れ
て
の
こ
と
で
あ

る
が
、
社
会
的
に
評
価
さ
れ
る
形
で
の
活
躍
を
し

た
い
と
の
上
昇
指
向
も
十
分
に
持
っ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
京
都
ホ
ー
ム
の
問
題
を
一
層
難
し
く

不
透
明
に
し
た
の
は
、
第
三
の
原
因
山
本
佐
久
・

新
島
八
重
母
子
と
ス
タ
ー
ク
ウ
エ
ザ
ー
と
の
対
立

で
あ
っ
た
。
「
ア
メ
リ
カ
に
一
 
0
年
い
て
キ
リ
ス
ト

教
主
義
大
学
が
ど
ん
な
も
の
で
あ
る
か
を
熟
知
し

て
い
た
新
島
氏
の
い
た
男
学
校
に
は
こ
の
種
の
ト

ラ
ブ
ル
は
皆
無
」
(
一
八
八
五
・
七
・
六
デ
ビ
ス
よ

リ
ク
ラ
ー
ク
宛
)
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
「
大
筋
に
お

い
て
優
れ
た
婦
人
で
あ
る
が
、
京
都
ホ
ー
ム
で
は

役
に
立
た
な
い
ぱ
か
り
で
な
く
彼
女
の
影
響
力
が

女
教
師
に
対
し
て
不
利
に
作
用
し
不
平
分
子
を
煽

り
立
て
る
結
果
に
し
て
し
ま
っ
た
し
と
評
さ
れ
る

新
島
八
重
と
「
ス
タ
ー
ク
ウ
エ
ザ
ー
に
判
断
力
と

経
営
上
の
タ
ク
ト
が
欠
け
て
い
た
こ
と
、
彼
女
が

愁
に
献
身
的
に
働
く
こ
と
に
対
し
て
は
誰
も
賞

讃
を
惜
し
ま
な
い
が
ー
も
っ
と
う
ま
く
や
れ
ば
味

方
に
つ
け
ら
れ
る
人
を
も
敵
に
ま
わ
し
て
し
ま

う
」
(
一
八
八
四
.
七
.
-
 
0
ラ
ー
ネ
ッ
ド
よ
り
ク

ラ
ー
ク
宛
)
と
さ
れ
る
彼
女
自
身
の
器
量
の
小
さ

さ
に
起
因
す
る
二
人
の
問
の
確
執
で
あ
っ
た
。
そ

の
上
、
八
重
と
佐
久
母
子
の
結
束
は
非
常
に
固
く
、

ス
タ
ー
ク
ウ
エ
ザ
ー
に
と
っ
て
、
こ
の
二
人
の
存

在
は
、
京
都
ホ
ー
ム
を
運
営
し
て
行
く
上
で
、
彼

女
の
前
に
立
ち
は
だ
か
る
大
き
な
壁
と
感
じ
ら
れ

た
。
来
日
し
て
間
も
な
く
、
デ
ビ
ス
夫
人
と
自
分
が

ど
れ
程
佐
久
・
八
重
母
子
だ
け
で
な
く
、
姪
の

二
人
(
山
本
峯
と
久
枝
)
に
期
待
し
、
頼
り
に
し

て
い
た
か
を
述
懐
し
つ
っ
も
、
一
八
八
0
年
頃
か

ら
次
第
に
二
人
に
対
す
る
非
難
を
本
部
あ
て
書
き

綴
る
よ
う
に
な
る
。
具
体
的
に
は
、
八
重
母
子
が

「
女
学
校
内
の
出
来
事
は
出
来
る
だ
け
外
国
人
教

師
に
は
知
ら
し
め
な
い
し
と
の
不
文
律
を
作
り
、

宣
教
師
か
ら
生
徒
を
遠
ざ
け
、
宣
教
師
の
感
化
が

生
徒
に
及
ば
な
い
よ
う
操
作
す
る
こ
と
に
対
す
る

憤
り
で
あ
る
。

「
そ
の
結
果
始
め
の
内
は
ほ
と
ん
ど
全
て
の
生

83



徒
た
ち
が
、
私
た
ち
の
教
え
に
素
直
に
耳
を
傾
け

て
い
る
の
に
、
何
か
の
決
定
的
合
図
が
与
え
ら
れ

た
と
き
か
ら
、
私
た
ち
に
対
す
る
信
頼
を
失
い
、

何
と
も
気
膨
な
雰
囲
気
が
ホ
ー
ム
の
中
に
漂
い
始

め
る
の
で
す
。
や
が
て
用
事
が
あ
っ
て
私
た
ち
の

と
こ
ろ
に
相
談
に
来
た
生
徒
が
必
ず
突
き
止
め
ら

れ
、
次
第
に
他
所
他
所
し
く
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
要
す
る
に
私
た
ち
教
師
の
許
に
訪
ね
て
来

る
生
徒
も
私
た
ち
も
共
に
『
罪
人
扱
い
』
と
ま
で

は
い
か
な
く
て
も
『
間
違
い
を
犯
し
て
い
る
』
と

み
な
さ
れ
、
そ
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
の
で
す
。
そ

う
な
る
と
、
私
た
ち
官
教
師
が
何
を
言
お
う
が
何

を
し
よ
う
が
、
そ
の
影
響
力
は
著
し
く
弱
め
ら
れ

る
の
で
す
L
(
一
ハ
ハ
ニ
・
ニ
.
五
ク
ラ
ー
ク
宛
)

来
日
当
初
「
自
分
が
今
、
ど
ん
な
に
辛
抱
強
く
、

礼
儀
正
し
く
、
長
い
間
苦
し
ん
で
来
た
人
々
の
間

に
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
何
度
思
う
こ
と
で
し
ょ

う
。
そ
の
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、
私
た
ち
西
洋
風

の
マ
ナ
ー
は
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
で
は
な
い
と
し
て

も
、
大
変
無
礼
で
な
い
か
と
恐
れ
ま
す
。
私
が
接

近
し
よ
う
と
し
て
い
る
人
の
言
葉
と
好
み
を
学
ぶ

の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
の
足
許
に
喜
ん
で
従

順
に
座
す
知
恵
と
必
要
を
一
日
一
日
痛
感
し
ま

す
L
(
一
八
七
八
・
ニ
・
一
六
ク
ラ
ー
ク
宛
)
と
健

気
に
も
室
凹
き
送
っ
て
い
た
ス
タ
ー
ク
ウ
エ
ザ
ー

こ
れ
ま
で
の
反
動
の
よ
う
に
「
非
キ
リ
ス
ト

゛
)
、
力教
文
化
圏
の
中
で
育
て
ら
れ
た
日
本
人
の
国
民

性
日
本
の
社
会
を
『
妬
み
・
嫉
妬
・
狷
疑
心
.

競
争
心
の
は
び
こ
る
と
こ
ろ
』
と
弾
じ
、
そ
の
中

で
育
ち
三
0
歳
と
七
0
歳
に
な
っ
て
回
心
し
た
八

重
と
佐
久
が
身
分
や
プ
ラ
イ
ド
の
た
め
に
、
他
の

婦
人
な
ら
喜
ん
で
受
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
教
化
に

心
を
閉
ざ
し
て
い
る
の
は
憐
れ
L
(
一
ハ
ハ
ニ
.

ニ
・
四
ク
ラ
ー
ク
{
夘
)
と
ま
で
き
日
っ
よ
う
に
な
る
。

ア
メ
リ
カ
側
の
期
待
と
責
任
を
一
身
に
担
い
つ

つ
京
都
府
知
事
慎
村
正
直
の
妨
害
も
あ
っ
て
、
同

じ
価
値
観
・
教
育
体
験
を
共
有
し
、
支
え
合
っ
て

ア
メ
リ
カ
型
キ
リ
ス
ト
教
主
義
寄
宿
学
校
の
教
育

を
実
践
す
る
筈
の
同
僚
も
な
か
な
か
得
ら
れ
ず
、

孤
軍
奮
闘
し
て
い
た
ス
タ
ー
ク
ウ
エ
ザ
ー
が
心
身

共
に
疲
労
困
愆
し
、
追
い
つ
め
ら
れ
て
行
く
姿
を

垣
間
見
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

丸
七
年
に
わ
た
る
京
都
ホ
ー
ム
で
の
生
活
に
大

き
な
挫
折
と
屈
辱
を
感
じ
つ
っ
ス
タ
ー
ク
ウ
エ
ザ

ー
は
、
矢
張
り
病
身
の
た
め
し
ば
ら
く
本
国
で
静八

養
す
る
ラ
ー
ネ
ッ
ド
夫
人
に
付
き
添
っ
て
、

八
三
年
五
月
五
日
帰
国
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
時
点
で
は
、
ま
た
戻
っ
て
来
る
可
能
性
も

考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
本
国
に
着
き
コ
ロ
ラ
ド
州

デ
ン
バ
ー
に
転
地
し
て
疲
れ
た
身
体
の
療
養
を
始

め
た
頃
に
は
、
も
う
気
力
も
衰
え
、
一
八
八
五
年

三
月
三
一
日
付
で
ア
メ
リ
カ
ン
.
ボ
ー
ド
の
宣
教

師
を
辞
任
し
た
。

五
、
生
徒
た
ち
に
遺
し
た
も
の

創
設
期
の
同
志
社
』
の
中
に
は
、
実
際
に
ス
タ

ー
ク
ウ
エ
ザ
ー
と
京
都
ホ
ー
ム
で
起
居
を
共
に

し
、
彼
女
の
薫
陶
を
受
け
た
生
徒
た
ち
の
手
記
が

集
め
ら
れ
て
い
る
。

彼
女
が
大
変
厳
格
・
凡
帳
面
で
あ
っ
た
こ
と
、

例
え
ぱ
、
掃
除
の
仕
方
も
「
畳
の
敷
き
合
せ
、
廊

下
の
板
の
接
ぎ
合
せ
目
、
敷
居
の
隅
等
を
か
ん
ざ

し
の
足
で
堀
ら
せ
、
積
ん
で
い
る
塵
を
と
ら
せ
る

程
」
(
田
中
米
、
一
三
三
一
頁
)
徹
底
し
て
い
た
こ
と
、

廊
下
や
階
段
を
音
を
立
て
て
上
る
こ
と
は
固
く
禁

じ
ら
れ
、
失
敗
す
る
と
何
度
も
や
り
直
し
を
さ
せ

る
な
ど
、
女
ら
し
い
立
居
振
錘
を
身
に
つ
け
さ
せ

よ
う
と
し
て
い
た
(
杉
山
恒
、
三
三
八
頁
)
こ
と

と
並
ん
で
、
「
高
い
人
格
を
持
っ
て
・
・
・
親
も
及
ば
な

い
慈
愛
の
手
で
育
て
し
て
く
れ
、
「
真
の
教
育
家
と

は
先
生
の
如
き
人
L
(
同
、
三
三
五
頁
)
と
慕
わ
れ

敬
ま
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
描
か
れ
て
い
る
。

海
老
名
み
や
は
、
先
生
の
隣
室
に
居
た
頃
、
「
夜

分
寝
る
前
の
祈
講
に
、
先
生
が
何
時
も
三
0
分
の

長
い
時
間
を
費
さ
れ
、
寄
宿
舎
に
居
り
ま
し
た
生
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徒
の
皆
の
名
前
を
一
々
言
わ
れ
て
、
熱
心
に
私
共

一
人
人
の
為
毎
夜
神
に
祈
っ
て
下
さ
っ
た
」
(
四

三
頁
)
こ
と
を
証
高
し
て
い
る
。
ス
タ
ー
ク
ウ

エ
ザ
ー
が
一
生
懸
命
実
践
し
根
付
か
せ
よ
う
と
し

た
キ
リ
ス
ト
教
教
育
は
、
卒
業
後
の
生
徒
の
心
に

し
っ
か
り
と
刻
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ス
タ
ー
ク
ウ
エ
ザ
ー
が
急
に
帰
国
す
る
こ
と
に

な
っ
た
原
因
は
「
同
志
社
男
子
部
の
方
の
先
生
と

意
見
の
衝
突
が
あ
っ
て
L
 
舎
向
畑
菊
、
三
四
三
頁
)

と
か
、
「
他
の
宣
教
師
と
の
意
見
衝
突
の
た
め
」
(
麻

生
ゑ
い
、
三
九
二
頁
)
と
説
明
さ
れ
て
い
た
よ
う

で
あ
る
が
、
「
三
0
年
来
親
を
想
ふ
日
は
無
く
と
も

先
生
を
想
は
無
い
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。
同
志
社
同

窓
会
に
も
二
三
友
人
が
集
ま
っ
て
も
、
先
づ
口
を

衝
い
て
出
ず
る
は
異
口
同
音
に
先
生
の
大
恩
で
あ

り
ま
す
」
(
杉
山
恒
、
三
三
五
1
六
頁
)
。
是
非
共

こ
の
気
持
を
「
手
紙
に
し
写
真
に
し
て
お
知
ら
せ

し
た
い
」
の
で
、
「
先
生
の
御
住
所
探
索
に
御
力
添

へ
下
さ
い
ま
す
事
を
」
(
同
三
三
六
頁
)
と
依
頼
す

る
文
面
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

筆
者
の
調
べ
た
限
り
、
一
九
0
五
年
五
六
歳
ま

で
コ
ロ
ラ
ド
州
ボ
ル
ダ
ー
で
教
師
を
し
て
い
た
事

は
分
っ
て
い
る
が
、
以
後
の
こ
と
は
不
明
で
あ
る
0

松
浦
政
泰
が
卒
業
生
た
ち
に
こ
の
調
査
を
し
た
大

正
七
年
(
一
九
一
八
)
頃
、
彼
女
は
六
九
歳
に
な

つ
て
い
る
筈
で
あ
る
が
、
健
在
で
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
力せ
め
て
、
こ
の
教
え
子
た
ち
の
気
持
が
、
晩
年

の
ス
タ
ー
ク
ウ
ェ
ザ
ー
に
伝
え
ら
れ
て
い
れ
ば
と

思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

明治Ⅱ年頃
スタークウェザ の学校の最初の生徒たち。(前列2人を除く)




